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高等裁判所長官事務打合せ席図

日時 令和7年11月26日（水）

場所 最高裁判所中会議幸
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令和7年11月高等裁判所長官事務打合せ結果概要

近時のデジタル化の進展など裁判所を取り巻く社会情勢の変化、裁判官を含む裁

判所職員の置かれた環境や働き方に関する意識の変化などを踏まえ、裁判所が質の

高い司法サービスを持続可能な形で提供していくために検討すべき当面の司法行政

上の諸問題について、これまでに引き続いて協議がされた。

とりわけ、これから数年間は、各種分野でデジタル化に向けた準備が輻棲するこ

とになる中で、それらの検討を全庁的に進めていくためには、各事件分野や各庁の

実情が千差万別であり、状況の変化が絶えず生じ得ることなどに十分に留意しなが

ら、庁内や、上級庁・下級庁間での双方向コミュニケーションをより活性化し、柔

軟に対応していく必要があるとの意見が多かった。

また、デジタル化の進展で先行する事件分野の経験を組織全体で共有することも

重要であり、そのための情報発信等を工夫し、部署や庁を超えて効果的に連携する

ことが必要であるとの意見もあった。

以上


